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■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／債券 

信託期間 2011年５月31日から2019年７月18日 
（当初、2021年５月12日）まで 

運用方針 投資信託証券への投資を通じて、主とし
て、新興国を含む世界の企業が発行する
ＣＢ（転換社債）等に投資し、信託財産
の中長期的な成長を目指します。 

主要投資対象 当ファンドは以下の投資信託証券を主要
投資対象とします。 

ワールド・ＣＢ・ファンド カレンシー・
アルファ・ストラテジー・クラス 

新興国を含む世界のＣＢ等 

マネー・マーケット・マザーファンド

円貨建ての短期公社債および短期金融
商品 

当ファンドの 
運用方法 

■新興国を含む世界各国のＣＢ(転換社
債）などを実質的な主要投資対象と
し、信託財産の中長期的な成長を目指
します。 

■外貨建資産については、原則として対
円で為替ヘッジを行います。その上
で、金利の高い通貨を買い建てるとと
もに、投資通貨の分散、買建てと売建
てとの組み合わせ等、積極的に為替差
益の獲得を図るアクティブ運用を行い
ます。 

組入制限 ■外貨建資産への直接投資は行いませ
ん。 

分配方針 ■年１回（原則として毎年５月12日。休
業日の場合は翌営業日）決算を行い、
分配を行います。 

■分配対象額は、経費控除後の利子、配
当等収益と売買益（評価損益を含みま
す。）等の範囲内とします。 

■分配金額は、委託会社が基準価額水準、
市況動向等を勘案して決定します。 

※委託会社の判断により分配を行わない
場合もあるため、将来の分配金の支払
いおよびその金額について保証するも
のではありません。 

 

日興ワールド 
ＣＢファンド 

（通貨アルファ戦略コース）
【繰上償還 運用報告書（全体版）】

(2019年５月14日から2019年７月18日まで) 

第 ９ 期 

償還日 2019年７月18日 

 

受益者の皆さまへ 

当ファンドは投資信託証券への投資を通じて、主

として、新興国を含む世界の企業が発行するＣＢ

（転換社債）等に投資し、信託財産の中長期的な

成長を目指しました。当期についても、運用方針

に沿った運用を行い、2019年７月18日に繰上償

還となりました。 

 



日興ワールドＣＢファンド（通貨アルファ戦略コース） 
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最近５期の運用実績 
 

決  算  期 

基 準 価 額 
債券組入 

比  率 

投資信託 
証券組入 

比  率 

純 資 産 

総  額 (分配落) 
税 込 

分配金 

期 中 

騰落率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円

５期(2016年５月12日) 9,155 0 △ 9.5 2.6 95.3 2,570

６期(2017年５月12日) 8,951 0 △ 2.2 2.4 94.4 1,957

７期(2018年５月14日) 8,651 0 △ 3.4 3.5 85.1 1,523

８期(2019年５月13日) 7,378 0 △14.7 0.6 96.4 1,088

(償 還 時) (償還価額)  

９期(2019年７月18日) 7,970.99 － 8.0 － － 1,108

※基準価額の騰落率は分配金込み。 

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。 

 

当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 債 券 組 入       

比    率 

投資信託証券 

組 入 比 率        騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％ ％

2019年５月13日 7,378 － 0.6 96.4

  ５月末 7,545 2.3 0.6 97.8

  ６月末 7,870 6.7 0.6 98.3

(償 還 時) (償還価額)  

2019年７月18日 7,970.99 8.0 － －

※騰落率は期首比です。 

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 
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日興ワールドＣＢファンド（通貨アルファ戦略コース） 

 
設定以来の運用状況(設定日(2011年５月31日)から償還日(2019年７月18日)まで) 

 
設定以来の基準価額の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前期までの概略(設定日(2011年５月31日)から第８期末(2019年５月13日)まで) 

 当ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、主として世界各国のＣＢ（転換社債）に投資
しました。外貨建資産については、対円での為替ヘッジを行うと共に、通貨アルファ戦略を行い
ました。 
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日興ワールドＣＢファンド（通貨アルファ戦略コース） 

【第１期(設定日2011年５月31日～2012年５月14日)】 
 

上昇要因 

 
・ＥＣＢ（欧州中央銀行）による長期資金供給を受けて、12月のＣＢ市場は上昇しま

した。資金供給により欧州の銀行が直面していた流動性の問題が解消するとの期待
が強まり、株価が上昇するとともに、合わせてクレジットスプレッド（国債に対す
る上乗せ金利）の縮小を受けてＣＢ市場は上昇しました。 

・予想を上回る米国経済指標や中国のインフレ率の鈍化を好感し、同地域の株式市場
が上昇、ＣＢ市場に対しプラスに働きました。 

・為替市場については、ＥＣＢによる長期資金供給や、欧州債務危機解決に向けた
ＩＭＦ（国際通貨基金）の取組みが好感されたことから、2012年３月にかけて主要
な新興国通貨市場は堅調に推移しました。 

下落要因 

 
・2011年夏のＣＢ市場は、Ｓ＆Ｐ社（スタンダード＆プアーズ、米格付け会社）によ

る米国およびユーロ圏周辺国の格下げなど、マクロ経済要因の影響を受けました。
特に７月下旬から８月にかけては、株価下落による影響を大きく受け、ＣＢ市場を
始めとするリスク資産も大きく下落しました。９月から11月にかけてはクレジット
スプレッドの拡大がＣＢ市場に大きく影響し、特にファンドが投資対象とする新興
国ではその影響が顕著でした。 

・新興国の中央銀行は、2009年に経験した以上にインフレへの警戒を強めており、世
界的な景気後退懸念に対して、先進国で行われた量的緩和は実施しませんでした。
むしろ中国人民銀行（中央銀行）やシンガポール通貨庁の行動が示すように、自国
通貨の上昇を容認していましたが、投資家のリスク回避度が高まったため、新興国
通貨は下落しました。 

 
【第２期(2012年５月15日～2013年５月13日)】 
 

上昇要因 

 
・ＣＢ市場は、ＥＣＢのドラギ総裁がユーロ圏を支えるため全力を尽くすとコメント

したことなどから、ユーロ圏崩壊に対する懸念が後退し上昇しました。 
・2013年に入りＣＢ市場は、財政の崖（減税措置の失効と歳出の強制削減が重なるこ

と）問題が先送りされたことを受けて上昇しました。 
・先進国の中央銀行が、積極的な金融緩和に取り組んだことで、Ｇ10（主要10ヵ国・

地域）諸国から新興国に資金が流入し、新興国通貨は上昇圧力を受けました。 

下落要因 
 
・米国の財政の崖問題が懸念材料となり、株式市場は軟調な展開となりました。 
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日興ワールドＣＢファンド（通貨アルファ戦略コース） 

【第３期(2013年５月14日～2014年５月12日)】 
 

上昇要因 

 
・ＣＢ市場は、シリアなどの地政学リスクの高まりや中国の金融システムに対する懸

念を受けて一時的に下落する局面もありましたが、米国を中心とした先進国景気へ
の楽観的な見方に支えられ、概ね堅調に推移しました。 

下落要因 

 
・バーナンキ前ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）議長の量的金融緩和縮小を示唆する

発言を受けグローバルに資産価格が下落しました。特に、新興国の株式市場や社債
ファンドからの資金流出が記録的な水準に達しました。 

・国の超低金利が長期化しそうであるとの見方から、リスク選好が復活し、新興国通
貨は堅調な動きとなりました。当ファンドにおいては、売建てとしている通貨の上
昇がマイナス寄与となりました。 

 
【第４期(2014年５月13日～2015年５月12日)】 
 

上昇要因 

 
・2014年12月半ば以降、世界の株価が堅調に推移したことなどを背景にＣＢ市場が上

昇したこと 

下落要因 

 
・2014年７月から10月中旬、および12月上旬から12月半ばにかけて、世界の株価が軟

調に推移したことなどを背景にＣＢ市場が下落したこと 
・通貨アルファ戦略が、東欧通貨のユーロに対する売建て等を主因にマイナスとなっ

たこと 

 
【第５期（2015年５月13日～2016年５月12日）】 
 

上昇要因 

 
・８月下旬から年末および２月末から４月半ばにかけて、世界の株価が堅調に推移し

たことなどを背景にＣＢ市場が上昇したこと 

下落要因 

 
・期首から８月中旬および１月初旬から２月下旬にかけて、世界の株価が軟調に推移

したことなどを背景にＣＢ市場が下落したこと 
・通貨アルファ戦略が、メキシコペソの諸通貨バスケットに対する買建てポジション

等を主因にマイナスとなったこと 
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日興ワールドＣＢファンド（通貨アルファ戦略コース） 

【第６期(2016年５月13日～2017年５月12日)】 
 

上昇要因 

 
・11月から期末にかけては、世界の株価が堅調に推移したことなどを背景にＣＢ市場

が上昇したこと 

下落要因 

 
・期首から11月上旬にかけて、通貨アルファ戦略で諸通貨バスケットに対するメキシ

コペソやスウェーデンクローナの買建てポジションなどがマイナスとなったこと 

 
【第７期(2017年５月13日～2018年５月14日)】 
 

上昇要因 

 
・期初から１月にかけて、米国の株価が堅調に推移したことなどを背景にＣＢ市場が

上昇したこと 

下落要因 

 
・10月から期末にかけて、通貨アルファ戦略でユーロの売建てポジションに対するス

ウェーデンクローナの買建てポジションなどがマイナスとなったこと 
・２月から３月にかけて、世界の株価が乱高下しながら下落したことなどを背景に

ＣＢ市場が下落したこと 

 
【第８期(2018年５月15日～2019年５月13日)】 
 

下落要因 

 
・期初から12月にかけて、主要株式市場の下落を受けて、ＣＢ価格が下落したこと 
・個別ではＡＲＭ（オーストリア）などの価格が大きく下落したこと 
・通貨アルファ戦略が大きくマイナスに寄与したこと 

 



 

1 運用経過
基準価額等の推移について（2019年５月14日から2019年７月18日まで）

基準価額等の推移

期 首 7,378円

償 還 日 7,970円99銭

騰 落 率 ＋8.0％

'19/6
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基準価額（円）：左軸

純資産総額（百万円）：右軸

日興ワールドＣＢファンド（通貨アルファ戦略コース） 
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基準価額の主な変動要因（2019年５月14日から2019年７月18日まで）

　当ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、主として世界各国のＣＢ（転換社債）に投資し
ました。外貨建資産については、対円での為替ヘッジを行うと共に、通貨アルファ戦略を行いま
した。

●  ６月から７月上旬にかけて、主要株式市場の上昇を受けて、ＣＢ価格が上昇したこと
●  期初から７月上旬にかけて、通貨アルファ戦略がプラスに寄与したこと

上昇要因

日興ワールドＣＢファンド（通貨アルファ戦略コース） 
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投資環境について（2019年５月14日から2019年７月18日まで）

ＣＢ市場は期を通じて見れば小幅上昇でした。
スウェーデン・クローナやノルウェー・クローネがユーロに対して上昇しました。

ＣＢ市場
　当期は、方向感に欠ける展開ながら小幅上
昇となりました。
　期初から５月末にかけては、主要株式市場
の下落を受けて、ＣＢ価格が下落しました。
５月上旬に米トランプ大統領が突如、中国に
対する追加の制裁関税を発表したことが嫌気
されました。しかし、６月に入ると月末の
Ｇ20（主要20ヵ国・地域）サミットで、米中
首脳会談が開催されるとの見通しから市場は
反発に転じ、その後も両首脳が貿易交渉の継
続で合意したことを受けて、主要株式市場は
上昇しました。ＣＢ価格も５月の下げを取り
戻す形で、６月以降は反発し、結局、小幅上
昇で期を終えました。
　当期の市場の動きをトムソン・ロイター・
グローバル・フォーカス・ヘッジド・ＣＢ・
インデックス（米ドルベース）でみると、
2.5％の上昇となりました。

為替市場
　為替差益の獲得などを狙う通貨アルファ戦
略において、主な買建てポジションを取って
いたスウェーデンクローナやノルウェーク
ローネは、期を通してともにユーロに対して
上昇しました。ドイツを始め欧州主要国の景
気減速懸念や英国のＥＵ（欧州連合）離脱問題
に対する迷走、ノルウェーが市場の予想通り
に６月に0.25％の政策金利の引上げを実施
したことなどが手掛かりとなりました。
　スウェーデンクローナは対ユーロで、期初
の10.817クローナから償還日は10.494ク
ローナとユーロ安・スウェーデンクローナ高
となりました。ノルウェークローネも対ユー
ロで、期初の9.839クローネから償還日は
9.628クローネと、ユーロ安・ノルウェーク
ローネ高となりました。

日興ワールドＣＢファンド（通貨アルファ戦略コース） 
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ポートフォリオについて（2019年５月14日から2019年７月18日まで）

当ファンド
　「ワールド・ＣＢ・ファンド　カレンシー・
アルファ・ストラテジー・クラス」および「マ
ネー・マーケット・マザーファンド」を主要
投資対象とし、７月上旬までは「ワールド・
ＣＢ・ファンド　カレンシー・アルファ・ス
トラテジー・クラス」の高位組入れを維持す
るとともに、償還に向けては現金化をすすめ
ました。

ワールド・ＣＢ・ファンド カレンシー・
アルファ・ストラテジー・クラス
　基本的に価格下落リスクを抑制した慎重な
運用を行いました。株式市場の上昇により目
標価格に達し、株式感応度が上昇した銘柄を
売却し、市場全体との対比ではやや低位の株
式感応度を維持しました。株式的価値と債券
的価値のバランスの取れたＣＢを選好する観
点から、魅力があると判断した新規発行銘柄
も組み入れました。また、償還に備えて７月
に入ってからポートフォリオの売却、現金化
を実施しました。

●為替ヘッジ
　現物資産の外貨建て部分については、運用
の基本方針に基づき、対円での為替ヘッジを
行いました。

●通貨アルファ戦略
　為替差益の獲得などを狙う当戦略について
は、期を通じて、主にユーロの売建てポジ
ションに対する、スウェーデンクローナやノ
ルウェークローネの買建てポジションを維持
しました。北欧２ヵ国の中長期のファンダメ
ンタルズ（基礎的条件）が欧州主要国に比べて
相対的に優位とみているためです。当期は、
ＥＣＢ（欧州中央銀行）が追加の金融緩和策の
検討を表明するなど一段と欧州景気の減速見
通しが強まったことや、英国のＥＵ（欧州連
合）離脱問題を巡る迷走、６月にノルウェー
が市場の予想通りに利上げを実施したことな
どから、プラス寄与となりました。

マネー・マーケット・マザーファンド
　主として、円貨建ての短期公社債および短
期金融商品に投資し、流動性の確保を目指し
た運用を行いました。

日興ワールドＣＢファンド（通貨アルファ戦略コース） 
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ベンチマークとの差異について（2019年５月14日から2019年７月18日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

分配金について（2019年５月14日から2019年７月18日まで）

　償還のため、該当事項はございません。

2 今後の運用方針
　償還のため、該当事項はございません。

3 お知らせ
約款変更について

　該当事項はございません。

繰上償還について

　当ファンドは2011年５月に設定され、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行ってま
いりました。しかし、2019年３月29日時点の純資産総額は約12億円となり、当該残高では当
ファンドが採用する通貨アルファ戦略※の商品性の維持が困難であり、信託約款の繰上償還規定
である「やむを得ない事情が発生」していると判断されました。
　今後も受益権口数の増加が見込み難く、繰上償還することが受益者の皆さまにとって有利であ
ると判断し、信託約款の規定に従い信託契約を解約し、繰上償還を実施させていただきました。
　法令および信託約款の規定に従い、2019年５月31日に書面決議を行い、投資家の皆さまの賛
成多数により可決されたため、2019年７月18日をもって繰上償還となりました。
※ 金利の高い通貨を買い建てるとともに、投資通貨の分散、買建てと売建てとの組み合わせ等、積極的に為替差益の獲
得を図るもの。2019年３月末時点で、39通貨が投資対象通貨となっていました。
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１万口当たりの費用明細(2019年５月14日から2019年７月18日まで) 
 

項 目 金額 比率 項目の概要 

(a) 信託報酬 16円 0.210％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×(経過日数／年日数) 
投信会社：ファンド運用の指図等の対価 
販売会社：交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管

理、購入後の情報提供等の対価 
受託会社：ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行

等の対価 

 (投信会社) (4) (0.053)

 (販売会社) (12) (0.152)

 (受託会社) (0) (0.006)

(b) その他費用 0 0.000 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
そ の 他    ：信託事務の処理等に要するその他費用  (その他) (0) (0.000)

 合 計 16 0.210   
 
期中の平均基準価額は7,707円です。 
※期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。 
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。 
※その他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 
※各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。当該投資信託証券の費用は後掲の「包括利益
計算書」をご覧ください。 

 

当期中の売買及び取引の状況(2019年５月14日から2019年７月18日まで) 
(１)投資信託証券 
 

 
買     付 売     付 

口   数 買 付 額 口   数 売 付 額
    口 千円 口 千円

国内   
ワールド・ＣＢ・ファンド カレンシー・アルファ・
ストラテジー・クラス 

－ － 1,297,060,664 1,136,361

  合  計  － － 1,297,060,664 1,136,361
 
※金額は受渡し代金。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 
(２)親投資信託受益証券の設定、解約状況 
 

 
設   定 解   約 

口   数 金   額 口   数 金   額 

 千口 千円 千口 千円
マネー・マーケット・マザーファンド － － 8,495 8,509
 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 

利害関係人との取引状況等(2019年５月14日から2019年７月18日まで) 
利害関係人との取引状況 

日興ワールドＣＢファンド（通貨アルファ戦略コース） 

 当期中における利害関係人との取引等はありません。 
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マネー・マーケット・マザーファンド 
 

区   分 買付額等 
Ａ 

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

 
Ｂ

 
売付額等 

Ｃ 
うち利害関係人 
との取引状況Ｄ 

 
Ｄ

 
Ａ Ｃ

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 17 17 100.0 － － －

 
※平均保有割合 9.5％ 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 
利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当
ファンドに係る利害関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2019年５月14日から2019年７月18日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

組入れ資産の明細(2019年７月18日現在) 
(１)ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細 
 

フ ァ ン ド 名 
期首(前期末) 期     末 
口   数 口   数 評 価 額 組 入 比 率 

 口 口 千円 ％
ワールド・ＣＢ・ファンド カレンシー・ 
アルファ・ストラテジー・クラス 

1,297,060,664 － － －

 合  計 1,297,060,664 － － －
 
※組入比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 
(２)親投資信託残高 
 

種     類 
期首(前期末) 期        末 
口   数 口   数 評 価 額 

 千口 千口 千円
マネー・マーケット・マザーファンド 8,495 － －
 
※単位未満は切捨て。 

 

投資信託財産の構成 (2019年７月18日現在) 
 

項      目 
期           末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 1,115,419 100.0 
投 資 信 託 財 産 総 額 1,115,419 100.0 

 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
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資産、負債、元本及び償還価額の状況 
(2019年７月18日現在) 

 
項     目 償  還  時 

(A) 資 産 1,115,419,084円
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 1,115,419,084 

(B) 負 債 6,797,695 
 未 払 解 約 金 4,446,434 
 未 払 信 託 報 酬 2,347,368 
 未 払 利 息 2,994 
 そ の 他 未 払 費 用 899 

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B ) 1,108,621,389 
 元 本 1,390,820,540 
 償 還 差 損 金 △  282,199,151 

(D) 受 益 権 総 口 数 1,390,820,540口
 １万口当たり償還価額(C/D) 7,970円99銭

 
※当期における期首元本額1,475,418,786円、期中追加設定元本額
524円、期中一部解約元本額84,598,770円です。 

※上記表中の償還差損金は、当該金額が投資信託財産の計算に関す
る規則第55条の６第10号に規定する額(元本の欠損)となります。 

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり償還価額が、投資信
託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に規定
する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額となります。 

損益の状況 
(自2019年５月14日 至2019年７月18日) 

 
項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 △     24,242円
 支 払 利 息 △     24,242 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 84,795,117 
 売 買 益 97,743,054 
 売 買 損 △ 12,947,937 

(C) 信 託 報 酬 等 △  2,348,853 
(D) 当 期 損 益 金 ( A + B + C ) 82,422,022 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △361,786,981 
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △  2,834,192 
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (       47,260) 
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△  2,881,452) 
 償 還 差 損 金 ( D + E + F ) △282,199,151 

 
※信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表
示しています。 

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定
をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

 

投資信託財産運用総括表 
 
信 託 期 間 

投資信託契約締結日 2011年５月31日 投資信託契約終了時の状況 
投資信託契約終了日 2019年７月18日 資 産 総 額 1,115,419,084円

区 分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 負 債 総 額 6,797,695円

受益権口数 68,790,448,692口 1,390,820,540口 △67,399,628,152口
純 資 産 総 額 1,108,621,389円
受 益 権 口 数 1,390,820,540口

元 本 額 68,790,448,692円 1,390,820,540円 △67,399,628,152円
１万口当たり 
償 還 金 

7,970.99円

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純 資 産 総 額 基 準 価 額 
１万口当たり分配金 

金 額 分 配 率
 円 円 円 円 ％

第 １ 期 40,106,751,139 35,022,570,066 8,732 0 0.00 
第 ２ 期 9,328,696,930 9,346,676,321 10,019 0 0.00 
第 ３ 期 5,599,522,572 5,564,274,708 9,937 0 0.00 
第 ４ 期 4,020,071,342 4,068,339,674 10,120 0 0.00 
第 ５ 期 2,807,759,573 2,570,520,572 9,155 0 0.00 
第 ６ 期 2,186,654,345 1,957,173,246 8,951 0 0.00 
第 ７ 期 1,761,472,430 1,523,870,655 8,651 0 0.00 
第 ８ 期 1,475,418,786 1,088,545,538 7,378 0 0.00 

  
上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。 
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組入れ投資信託証券の内容 
投資信託証券の概要 
 
ファンド名 ワールド・ＣＢ・ファンド カレンシー・アルファ・ストラテジー・クラス 

形態 ケイマン籍外国投資信託（円建て） 

主要投資対象 
新興国を含む世界のＣＢ等。また、主として新興国の通貨を対象とした通貨戦略の投資成果を享

受するためトータル・リターン・スワップ取引またはフォワード取引を利用します。 

運用の基本方針 

・新興国を含む世界のＣＢ等に投資し、信託財産の中長期的な成長を目指します。 

・対円での為替ヘッジを行います。その上で、主として新興国の通貨を対象とした積極的な運用

を行い、相対的に高い金利収入とキャピタルゲインの獲得を目指します。 

ベンチマーク ありません。 

分配方針 毎年４月25日（休業日の場合は前営業日）に分配を行う方針。 

運用報酬等 純資産総額に対して年0.82％ 

管理およびその他

の費用 

ファンドの設立、取引関連費用、法的費用、会計・監査、税務上の費用および受託者報酬ならび
にその他の費用を負担します。 

その他の費用・手数料については、ファンドの運営状況等により変動するものであり、事前に料

率、上限額等を示すことができません。 

申込手数料 ありません。 

信託財産留保額 一部解約時に0.3％ 

投資顧問会社 シティグループ・ファースト・インベストメント・マネジメント・リミテッド 

副投資顧問会社 
・エドモン・ドゥ・ロスチャイルド・アセット・マネジメント（フランス） 

・日興グローバルラップ株式会社 

購入の可否 日本において一般投資者は購入できません。 

 

 以下には、「ワールド・ＣＢ・ファンド カレンシー・アルファ・ストラテジー・クラス」をシェアク

ラスとして含む「ワールド・ＣＢ・ファンド」の情報を、委託会社において抜粋・要約して翻訳したもの

を記載しています。 
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包括利益計算書(2017年11月１日から2018年10月31日まで)  
 （千円）

受取利息 15,513

損益を通じて公正価値評価される金融商品にかかる純損失 (207,980)

純為替差損 (3,120)

収益合計 (195,587)

 

管理報酬 (14,680)

事務代行、名義書換代理人および保管報酬 (2,165)

監査報酬 (3,635)

受託報酬 (1,237)

支払利息 (248)

銀行手数料 (124)

財務諸表作成費用 (772)

弁護士費用 (336)

諸費用 (62)

営業費用合計 (23,259)

 

税引前営業損失 (218,846)

源泉徴収税 (194)

営業による受益証券保有者に帰属する純資産の変動額および当期包括利益合計 (219,040)
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組入上位30銘柄 
ワールド・ＣＢ・ファンド 
 

銘     柄 通 貨 ク ー ポ ン 償 還 日 組 入 比 率 

YANDEX NV YNDX 1 1/8 12/15/18 USD 1.125％ 2018/12/15 3.48％
SONY CORP SNE 0 09/30/22 JPY 0.000％ 2022/９/30 3.41％
NUANCE COMMUNIC NUAN 1 12/15/35 USD 1.000％ 2035/12/15 2.99％
PRYSMIAN SPA 0% 17JAN2022 EUR 0.000％ 2022/１/17 2.87％
CHINA OVRS FIN 5 CHCONS 0 01/05/23 USD 0.000％ 2023/１/５ 2.83％
LG CHEM LTD LGCHM 0 04/16/21 USD 0.000％ 2021/４/16 2.68％
DP WORLD LTD DPWDU 1 3/4 06/19/24 USD 1.750％ 2024/６/19 2.60％
HON HAI PRECISION INDUST 0% 06NOV2022 USD 0.000％ 2022/11/６ 2.51％
CTRIP.COM INTL LTD 1% 01JUL2020 USD 1.000％ 2020/７/１ 2.46％
GLENCORE FUNDING LLC 0% 27MAR2025 USD 0.000％ 2025/３/27 2.37％
BENI STABILI BNSIM 0 7/8 01/31/21 EUR 0.875％ 2021/１/31 2.33％
WEIBO CORP WB 1 1/4 11/15/22 USD 1.250％ 2022/11/15 2.32％
MICROCHIP TECH MCHP 1 5/8 02/15/27 USD 1.625％ 2027/２/15 2.14％
JP MORGAN CHASE BANK NA 0% 30DEC2020 USD 0.000％ 2020/12/30 2.08％
PALO ALTO NET PANW 0 3/4 07/01/23 USD 0.750％ 2023/７/１ 2.07％
AYC FINANCE LTD AYCFIN 0 1/2 05/02/19 USD 0.500％ 2019/５/２ 2.00％
BAGAN CAPITAL KNBZMK 0 09/23/21 USD 0.000％ 2021/９/23 1.92％
NABORS INDS INC NBR 0 3/4 01/15/24 USD 0.750％ 2024/１/15 1.77％
BIOMARIN PHARM BMRN 1 1/2 10/15/20 USD 1.500％ 2020/10/15 1.73％
SAFRAN SA SAFFP 0 06/21/23 EUR 0.000％ 2023/６/21 1.67％
HARVEST INTERNATIONAL CO 0% 21NOV2022 HKD 0.000％ 2022/11/21 1.61％
BAYER AG BAYNGR 0.05 06/15/20 EUR 0.050％ 2020/６/15 1.57％
SACYR SA VLHM 4 05/08/19 EUR 4.000％ 2019/５/８ 1.51％
JAZZ INVT I LTD JAZZ 1 7/8 08/15/21 USD 1.875％ 2021/８/15 1.48％
INDRA SISTEMAS S IDRSM 1 1/4 10/07/23 EUR 1.250％ 2023/10/７ 1.47％
QIAGEN NV QGEN 0 1/2 09/13/23 USD 0.500％ 2023/９/13 1.45％
YANGTZE PWR INTL YANGTZ 0 11/09/21 USD 0.000％ 2021/11/９ 1.41％
LIVE NATION ENT LYV 2 1/2 03/15/23 USD 2.500％ 2023/３/15 1.40％
CEMEX SAB CEMEX 3.72 03/15/20 USD 3.720％ 2020/３/15 1.40％
ABIGROVE LTD 0% 16FEB2022 USD 0.000％ 2022/２/16 1.38％

※シティグループ・ファースト・インベストメント・マネジメント・リミテッドからデータの提供を受けて作成しています。 

※データは現地2018年10月31日現在のものです。 
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最近５期の運用実績 
 

決  算  期 
基 準 価 額 

債券組入 
比  率 

純 資 産 
総  額 

 
 

期 中 
騰落率 

 円 ％ ％ 百万円
４期(2015年３月２日) 10,035 0.1 98.5 97
５期(2016年３月１日) 10,039 0.0 84.3 93
６期(2017年３月１日) 10,033 △0.1 66.0 137
７期(2018年３月１日) 10,025 △0.1 76.9 90
８期(2019年３月１日) 10,019 △0.1 74.1 89

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。 

 

当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 債 券 組 入 

比     率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％
2018年３月１日 10,025 － 76.9
  ３月末 10,024 △0.0 76.8
  ４月末 10,024 △0.0 77.1
  ５月末 10,023 △0.0 76.9
  ６月末 10,023 △0.0 76.9
  ７月末 10,023 △0.0 77.0
  ８月末 10,022 △0.0 77.5
  ９月末 10,022 △0.0 77.4
  10月末 10,021 △0.0 77.3
  11月末 10,020 △0.0 74.1
  12月末 10,020 △0.0 74.0

2019年１月末  10,019 △0.1 73.9
  ２月末 10,018 △0.1 54.9

(期   末)  
2019年３月１日 10,019 △0.1 74.1

※騰落率は期首比です。 

マネー・マーケット・マザーファンド 
 

第８期 (2018年３月２日から2019年３月１日まで)

信託期間 無期限（設定日：2011年５月31日） 

運用方針 主として、円貨建の短期公社債および短期金融商品に投資し、安定した収益の確保を目指します。
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マネー・マーケット・マザーファンド 

 1 運用経過 
 

基準価額等の推移について(2018年３月２日から2019年３月１日まで) 
 
基準価額等の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基準価額の主な変動要因(2018年３月２日から2019年３月１日まで) 
 
 当ファンドは、円建ての公社債および短期金融商品などへ投資しました。 
 
 

下落要因 

 
・日銀によるマイナス金利政策が継続され、主要投資対象である短期公社債や短期金

融商品におけるマイナス利回りが続いたこと 

 
 

投資環境について(2018年３月２日から2019年３月１日まで) 
 
 
 
 
 物価上昇率が目標とする２％まで乖離がある状態が続いたことから、日銀は「長短金利操作付き
量的・質的金融緩和」政策を維持し、日銀当座預金の一部へのマイナス金利付利を継続しました。 
 日銀は需給動向を勘案しながら短期国債の買入れを調整したことから、国庫短期証券３ヵ月物
利回りはマイナス圏でのレンジ推移となりました。国庫短期証券３ヵ月物利回りは期首－0.200％
に対し、期末には－0.180％へ小幅上昇しました。 

期  首  10,025円 

期  末  10,019円 

騰 落 率   －0.1％ 

当期の短期金利は小幅上昇しましたが、マイナス圏での推移は継続しました。 
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マネー・マーケット・マザーファンド 

 
ポートフォリオについて(2018年３月２日から2019年３月１日まで) 
 
 短期金利は低位での推移が継続するとの見通しから、残存０年から１年３ヵ月の円建て公社債
および短期金融商品で構築したポートフォリオを継続しました。また、マイナス利回りの影響を
抑制することに配慮しながら、短期公社債の組入れを行いました。 
 
 

ベンチマークとの差異について(2018年３月２日から2019年３月１日まで) 
 
 ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。 
 
 

 2 今後の運用方針 
 
 日銀によるマイナス金利政策が継続され、短期国債利回りやコールローン翌日物金利など、主要
投資対象である短期公社債および短期金融商品の利回りは引き続きマイナス圏で推移しています。 
 残存０年から１年３ヵ月の公社債や短期金融商品で利回りのマイナス幅が小さい投資対象を選
定し、マイナス利回りの影響を抑制することに配慮して運用を行います。 
 
 

１万口当たりの費用明細(2018年３月２日から2019年３月１日まで) 
 

項 目 金額 比率 項目の概要 

(a) その他費用 1円 0.013％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
そ の 他    ：信託事務の処理等に要するその他費用  (その他) (1) (0.013)

合 計 1 0.013   

 
期中の平均基準価額は10,021円です。 
※期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。 
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。 

 

当期中の売買及び取引の状況(2018年３月２日から2019年３月１日まで) 
公社債 
 

 買  付  額 売  付  額 

    千円 千円
 国 内  特 殊 債 券 66,995 －
    (69,000)
※金額は受渡し代金。(経過利子分は含まれておりません。) 

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

※( )内は償還等による減少分で、上段の数字には含まれておりません。 
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マネー・マーケット・マザーファンド 

利害関係人との取引状況等(2018年３月２日から2019年３月１日まで) 
 
当期中における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2018年３月２日から2019年３月１日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

組入れ資産の明細(2019年３月１日現在) 
公社債 
Ａ 債券種類別開示／国内(邦貨建)公社債 
 

区    分 
期         末 

額 面 金 額 評 価 額 組入比率 
うちBB格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 
５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円  千円 ％ ％ ％ ％  ％ 
特 殊 債 券 66,000  66,582 74.1 － － －  74.1 
( 除 く 金 融 債 ) (66,000) (66,582) (74.1) (－) (－) (－) (74.1)

合   計 
66,000  66,582 74.1 － － －  74.1 

(66,000) (66,582) (74.1) (－) (－) (－) (74.1)
※( )内は非上場債で内書きです。 
※組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※－印は組入れなし。 

 
Ｂ 個別銘柄開示／国内(邦貨建)公社債 
 

種 類 銘     柄 
期             末 

利  率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日
  ％ 千円 千円  

特 殊 債 券 第５回 政府保証阪神高速道路債券 1.3 17,000 17,238 2020/３/18
(除く金融債) 第８回 政府保証地方公営企業等金融機構債券 1.5 16,000 16,056 2019/５/24

 第95回 政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 1.2 17,000 17,173 2019/12/27
 第３回 政府保証地方公共団体金融機構債券 1.5 16,000 16,113 2019/８/16

合          計 － 66,000 66,582 － 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 

投資信託財産の構成 (2019年３月１日現在) 
 

項      目 
期           末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 
公 社 債 66,582 62.2 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 40,473 37.8 
投 資 信 託 財 産 総 額 107,055 100.0 

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
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マネー・マーケット・マザーファンド 

資産､負債､元本及び基準価額の状況 
(2019年３月１日現在) 

 
項     目 期     末 

(A) 資 産  107,055,375円
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等  40,251,327 
 公 社 債      ( 評 価 額 )  66,582,000 
 未 収 利 息  222,048 

(B) 負 債  17,239,090 
 未 払 金  17,238,850 
 未 払 利 息  33 
 そ の 他 未 払 費 用  207 

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B )  89,816,285 
 元 本  89,650,363 
 次 期 繰 越 損 益 金  165,922 

(D) 受 益 権 総 口 数  89,650,363口
 １万口当たり基準価額(C/D)  10,019円

※当期における期首元本額90,260,179円、期中追加設定元本額
76,811,023円、期中一部解約元本額77,420,839円です。 

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※期末における元本の内訳は以下の通りです。 
日興ワールドＣＢファンド（通貨アルファ戦略コース） 8,495,310円
日興ワールドＣＢファンド（円ヘッジありコース） 2,445,519円
日興ワールドＣＢファンド（円ヘッジなしコース） 1,548,154円
インド内需関連株式ファンド 119,759円
高成長インド・中型株式ファンド 17,711,132円
アジア好利回りリート・ファンド 99,971円
三井住友・ピムコ・ストラテジック・インカムファンド（為替ヘッジあり／年１回決算型） 7,742,960円
三井住友・ピムコ・ストラテジック・インカムファンド（為替ヘッジなし／年１回決算型） 1,337,053円
三井住友・ピムコ・ストラテジック・インカムファンド（為替ヘッジあり／３カ月決算型） 4,909,194円
三井住友・ピムコ・ストラテジック・インカムファンド（為替ヘッジなし／３カ月決算型） 1,456,790円
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（為替ヘッジなし） 14,208,735円
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（限定為替ヘッジ） 1,237,272円
三井住友・ニュー・アジア・ファンド 369,177円
アジア好利回りリート・ファンド（年１回決算型） 997円
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（為替ヘッジなし／年２回決算型） 1,187,376円
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（限定為替ヘッジ／年２回決算型） 389,132円
日興フィデリティ世界企業債券ファンド（為替ヘッジあり） 209,527円
日興フィデリティ世界企業債券ファンド（為替ヘッジなし） 179,593円
日興エドモン・ドゥ・ロスチャイルド・グローバルＣＢファンド（為替ヘッジあり） 289,352円
日興エドモン・ドゥ・ロスチャイルド・グローバルＣＢファンド（為替ヘッジなし） 419,066円
アジア高利回り現地通貨建て債券ファンド（毎月分配型） 9,963円
アジア高利回り現地通貨建て債券ファンド（資産成長型） 9,963円
グローバル自動運転関連株式ファンド（為替ヘッジあり） 4,140,881円
グローバル自動運転関連株式ファンド（為替ヘッジなし） 11,065,647円
グローイング・フロンティア株式ファンド 2,185,185円
高成長インド・中型株式ファンド（年１回決算型） 7,882,655円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資信
託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に規定
する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額となります。 

損益の状況 
(自2018年３月２日 至2019年３月１日) 

 
項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益   974,849円
 受 取 利 息   985,681 
 支 払 利 息  △ 10,832 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益  △ 1,021,170 
 売 買 損  △ 1,021,170 

(C) 信 託 報 酬 等  △ 12,121 
(D) 当 期 損 益 金 ( A + B + C )  △ 58,442 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金   225,710 
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金   168,977 
(G) 解 約 差 損 益 金  △ 170,323 
(H) 計       (D+E+F+G)   165,922 
 次 期 繰 越 損 益 金 ( H )   165,922 

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
※信託報酬等には、保管費用等を含めて表示しています。 
※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を
差し引いた差額分をいいます。 

 

お知らせ 
＜約款変更について＞ 

 該当事項はございません。 

 

 

 




